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理 科 授業案(公開授業 n ) 
授 業 者 藤原 僚

1 日 時 平成 2 9年 1 1 月 1 0 日 ( 金 ) 1 1 : 1 0 � 1 2 : 00  
2 学 級 2 年 B 組 ( 男 子 2 0名 女 子 20名 計 40名 )
3 単 元 名 電流 の 性 質 ( 電 気 エ ネ ル ギ ー )
4 単 元 目 標

( 1 ) 各 要 素 と 単 元 目 標 の 関 連

意識 し た 要 素 | 単 元 目 標
[ 要 素 A ] I ・ 電 力 量や発 熱 量 に つ い て 理解 し ， 計 算 式

電 力 量 や 発 熱 量 に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 ・ 観 | を 用 い て そ れ ら を 求 め る こ と が で き る 。
察 実 験 技 能 I ( 知 識 ・ 理解)

・ 電力 量 や発熱 量 に つ い て 調 べ る 実 験 を 適
切 に お こ な い ， 結 果 を ま と め る こ と が で
き る 。 ( 観 察 実 験 の 技 能 )

[ 要 素 B ] I ・ 実 験 結 果 か ら ， 電 力 量 や 発 熱 量 を 求 め る
電 力 量 や 発 熱 量 に 関 す る 実 験 の 結 呆 を 定 性 | 計 算 式 を 導 き 出 す こ と が で き る 。
的 ， 定 量 的 に 分析 し ， 解釈 す る 力 | ・ 扱 う 電化 製 品 に つ い て ， そ の 電 力 量や発
意 思 決 定 す る 際 に ， 科 学 的 根 拠 を 活 用 し な | 熱 量 を 求 め ， そ の 数 値 を 根 拠 と し た 解釈
が ら 他者 と 議 論 す る 力 | を も と に 他者 と 議 論 す る こ と が で き る 。

( 科 学 的 な 思 考 ・ 表 現 )
[ 要 素 c ] - 電 力 量 や発熱 量 に 関 す る 課題 に つ い て ，

意 欲 的 に 調 べ た り 考 え た り し よ う と す
る 。

電 力 量 や 発 熱 量 に 関 す る 身近 な 課題 に 対 し ，
主 体 的 に 関 わ ろ う と す る 態 度

- 電力 量 や発熱 量 の 学 習 が ， 日 常 生 活 と 関
連 し て い る こ と を 実感 で き る 。

( 関 心 - 意欲 ・ 態 度 )

( 2 ) 要 素 育 成 の 判 断 基 準 ( 特 に 意 識 し た も の )
[ 要 素 A ] 電 力 量や発熱 量 に 関 す る 基礎 的 な 知 識 ・ 観 察 実 験 技 能
検 証 方 法 : 単 元 終 了 後 の 調 査 問 題
電 力 量や発 熱 量 の 求 め 方 に 関 す る 調 査 問 題 の 正 答 率

【 要 素 B ] 意 思 決 定 す る 際 に ， 科 学 的 根 拠 を 活 用 し な が ら 他 者 と 議 論 す る 力
検 証 方 法 : 第 1 時 と 第 5 時 の 追 究 用 紙 や 小 集 団 追 究 に お け る 発 言 記 録 ， 単 元 終 了 後 の 調

査 問 題
3 他 者 の 意 見 に 対 し ， そ の 内 容 ( 長 所 や 短 所 な ど ) を 理解 し た 上 で ， 科 学 的 な 根 拠 を

も と に 批 判 意 見 を 述 べ た り ， 説 明 が 暖 昧 な 部 分 を 質 問 し た り す る こ と が で き る 。
2 科 学 的 な 根 拠 を も と に ， 自 分 の 意 見 を 他者 に 主 張 す る こ と が で き る 。
1 自 分 の 意 見 の 根 拠 が 科 学 的 な も の と な っ て い な い 。

【 要 素 C 】 電 力 量や発 熱 量 に 関 す る 身 近 な 課題 に 対 し ， 主 体 的 に 関 わ ろ う と す る 態 度
検 証方 法 : 第 1 � 第 5 時 の 行 動 観 察 や ， 追 究 用 紙 ・ 一 枚 ポ ー ト フ ォ リ オ 用 紙 の 記 述
3 電 力 量や発 熱 量 に 関 す る 身 近 な 課題 の 解決 に 向 け た 実 験や議論 に 意 欲 的 に 取 り 組 み ，

日 常 生活 と の 関 連性 を 実感 で き る 。
2 電 力 量 や 発 熱 量 に 関 す る 身 近 な 課題 の 解 決 に 向 け た 実 験 や 議 論 に 意 欲 的 に 取 り 組 む

こ と が で き る 。
1 電 力 量 や 発 熱 量 に 関 す る 身 近 な 課 題 の 解決 に 向 け た 実 験や議論 に 取 り 組 め な い 。
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5 単 元 に つ い て

( 1 ) 教 科 テ ー マ と 単 元 と の 関 わ り

本 年 度 ， 本 校 理 科 部 で は ， I 意 思 決 定 す る 際 に ， 科 学 的 根 拠 を 活 用 し な が ら 他 者 と 議
論 す る 力 」 の 育成 に 重 点 を 置 い て い る 。 そ れ は ， 生 徒 を 取 り 巻 く 課題 に 対 し て 科 学 的 な
視 点 を も っ て 他者 と 議 論 を 重 ね る こ と で ， よ り そ の 課題 に 対 す る 関 心 が 高 ま る と 考 え て
い る か ら で あ る 。 ま た 議 論 の 際 は ， I 一 長 一 短 の あ る 複数 の 選 択 肢 を ， 科 学 的 根 拠 を も
と に 吟 味 し ， 意 思 決 定 で き る も の J I 実 験 結 果 か ら 得 ら れ た 数値 が 同 じ で も ， そ の 解釈
や 数値 の 活 用 の 仕 方 に よ っ て 導 き 出 さ れ る 結 論 が 異 な る も の 」 を 話題 と す る 。 こ の 2 つ
は ， 他 者 と の 議論 を 深 め る た め の 手 立 て と し て 意 図 し た 。 そ の 理 由 は ，
・ 複 数 の 選 択 肢 を 準備 し ， 実 際 に 自 分 で 得 た 「 科 学 的 根 拠 ( 数 値 ) J と ， 値 段 な ど の 「 非

科 学 的 な 根 拠 」 を 比 べ る こ と で ， 個 人 の 価 値観 の 差 を 生 み ， 正解 で は な く ， 最適解 を
求 め る 活 動 に な り ， 議 論 が 深 め ら れ る

・ 同 じ 数 値 で あ っ て も ， そ の 解 釈 や 数値 の 活 用 の 仕 方 に よ っ て 導 き 出 さ れ る 結論 が 異 な
る こ と で ， 結 論 へ の 「 理 由 付 け 」 の と こ ろ で 他 者 と 議論 を 重 ね ら れ る

か ら で あ る 。
本 単 元 は ， 電熱線 に よ る 発 熱 量 や ， 使 用 す る 電 力 量 ， な ら び に 電気 代 に つ い て 学 習 す

る 単 元 で あ る 。 そ こ で ， 教材 と な る 電化 製 品 と し て 電 気 魔 法 瓶 ， 電 気 ポ ッ ト ， 電 気 ケ ト
ル の 3 つ を 扱 う 。 こ れ ら は ， 電気 に よ る 電 熱線 の 発熱 を 利 用 し ， お 湯 を 沸 か す 電 化 製 品
で あ る 。 そ し て ， 個 人 の 用 途や価値観 に よ っ て ， 購 入 に 適 し た も の が 変 わ る 。 電 気 ポ ッ
ト は 定 温 で の 保 温 が 可 能 だ が そ の 際 に は 電 気 代 が か か る 。 電 気 ケ ト ル は 保 温 は で き な い
も の の ， 安価 で ， 消 費 電 力 が 電気 ポ ッ ト に 比 べ 大 き い た め ， 短 時 間 で 湯 を 沸 か す こ と が
で き る 。 そ し て 電 気 魔 法 瓶 は ， そ の 構 造 上 保 温 力 に 優 れ ， 電 気 ポ ッ ト に 比 べ 保 温 に か か
る 電 気 代 も 安 い 。 ま た ， 消 費 電力 も 大 き い た め ， 短 時 間 で 湯 を 沸 か す こ と が で き る 。 た
だ ， 他 の 2 っ と 比 べ る と ， 高 価 で あ る 。 こ の よ う に ， そ れ ぞ れ の 器 具 に は 一 長 一 短 が あ
り ， 個 人 の 用 途や価値観 に よ っ て 器 具 を 選 ぶ 基 準 が 変 わ る 。

電 化 製 品 を 選 ぶ た め の 情 報 と し て ， I 値 段 J I 質 量 J I 保 温機 能 の 有 無 J I 沸 騰 ま で に
か か る 時 間 J I 電 気 代 」 な ど が あ る 。 こ れ ら の 中 で ， I 沸 騰 ま で に か か る 時 間 」 や 「 電
気 代 」 に つ い て は ， I 電 力 量 や発 熱 量 に 関 す る 基礎 的 な 知 識 ・ 観 察 実 験 技 能 【 要 素 A 】 J
の 獲 得 に よ り ， 生 徒 自 身 が 計 算 に よ っ て 求 め る こ と が で き る 。 本 単 元 で は ， 単 元 を 貫 く
文 脈 と し て 「 電気 屋 の 庖 員 と し て ， 電 気 魔 法 瓶 ， 電気 ポ ッ ト ， 電気 ケ ト ル の ど れ を 薦 め
る か 」 と す る こ と で ， 電 化製 品 選 び の 際 に 必 要 な 情 報 を ， 学 習 を 進 め な が ら 求 め て い く 。
文 脈 に 沿 っ て 電 力 量や 発 熱 量 に つ い て の 学 習 を 進 め ， 学 習 し た 内 容 を 活 用 し な が ら ， 必
要 な 情 報 を 計 算 に よ っ て 数値 と し て 求 め ， 要 素 A の 獲 得 ・ 定着 を め ざ す 。 そ し て 単 元 の
終 末 に は ， 科 学 的 な 根 拠 と な る 「 沸 騰 ま で に か か る 時 間 J I 電 気 代 j と い う 数値 と ， 非
科 学 的 な 根 拠 で あ る 「 値 段 」 な ど と を 照 ら し 合 わ せ な が ら ， 電化製 品 選 び を お こ な う 。

「 電 気 代 」 と 「 値 段 j に つ い て も ， I 費 用 J と い う く く り で 見 れ ば ， 電 気 魔 法 瓶 を 長 く
使 え ば使 う ほ ど ， 電気 ポ ッ ト よ り も 総 合 的 な 費 用 は 安 く な る た め ， 計 算 に よ り 求 め た 「 電
気 代 」 と い う 数値 を ， ど う 活 用 し て 解 釈 し て い く か ( 1 一 日 0 時 間 保 温 し て ， ム ヶ 月 使
え ば ~ の 方 が お 得 」 な ど ) に よ っ て も ， 選 び 方 や 他 人 へ の 薦 め 方 が 変 わ っ て く る 。

本 単 元 で は ， 電 化 製 品 選 び ゃ 他 人 へ の 薦 め 方 の 検 討 を す る 過 程 で ， I 意 思 決 定 す る 際
に ， 科 学 的 根拠 を 活 用 し な が ら 他 者 と 議論 す る 力 【 要 素 B 】 」 の 育 成 を 試 み る 。 そ し て ，
意 思 決 定 と い う 活 動 を 通 し ， 電 力 量や発 熱 量 と い う 本 単 元 の 学 習 内 容 が ， 日 常 生 活 と 関
連 し て い る こ と を 生 徒 に 実感 さ せ ， I 電 力 量 や 発 熱 量 に 関 す る 身 近 な 課題 に 対 し ， 主 体
的 に 関 わ ろ う と す る 態 度 【 要 素 C 】 」 を 養 っ て い き た い 。
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以 上 を ふ ま え ， 本 単 元 で意識 し た 各 要 素 の つ な が り を 構造化 し た も の を ， 図 1 に 示 す。

- 科学的担拠をもとに， 他者との協議によって意思決定する力
- 電力 量や発熱量に関する実験の結果を 定性的， 定量的 に分析し
解釈する 力 (要素B)

[ 電元量や発熱量んに関する基礎的な知識観察実験技能(要素A) . ] 

電力量や発熱量が関わる身近な話題に対する関心 (要素C)
【 図 1 : 本 単 元 で 意 識 し た 各 要 素 の 構 造 図 】

( 2 ) 指 導 計 画 ( 5 時 間 扱 い )
日寺 【 】 教 材 名 0 目 標 学 習 内 容 素一

C
要「川

一
B
戸iF一
1i
J/
Tll

 

主一
A

第 1 時 | 【 ど の 電 化 製 品 を オ ス ス メ し ま す か ? ・ ・ 単 元 ガ イ ダ ン ス ]
0 電 気 魔 法 瓶 ， 電 気 ポ ッ ト ， 電 気 ケ ト ル の 3 つ の 商 品 の 中 か ら ， お

湯 を 沸 か す 電 化 製 品 選 び の 視 点 を 挙 げ る 活 動 を 通 し ， こ れ か ら の
学 習 の 必 要 性 を 感 じ る こ と が で き る 。 1 1 1 。

[ 要 素 c ] ( 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 )
・ 電 気 魔 法 瓶 ， 電 気 ポ ッ ト ， 電 気 ケ ト ル の 中 か ら ， 自 分 が 電 気 屋 の

!吉 員 と し て 客 に 薦 め る 器 具 と ， そ の 視 点 を 考 え る 。
第 2 時 1 [ お 湯 を 沸 か す た め に 必 要 な 発 熱 量 や 時 間 は ? ・ ・ 電力 量 と 発 熱 量 ]
第 3 時 1 0 I 電 熱 線 に 電 流 を 流 し た 時 間 と 発 熱 量 の 関 係 J I 電 熱 線 の 消 費 電

力 と 発 熱 量 の 関 係 」 に つ い て 調 べ ， そ の 関 係 性 や 規 則 性 を 説 明 す
る こ と が で き る 。

0 電 力 量 や 発 熱 量 を 求 め る 計 算 式 を も と に ， お 湯 を 沸 か す た め に 必
要 な 電 力 量 や 発 熱 量 ， 時 間 を 求 め る こ と が で き る 。 I @ I 。

[ 要 素 A ] ( 観 察 実験 の 技 能 ) ( 知 識 ・ 理 解 )
[ 要 素 B ] ( 科 学 的 な 思 考 ・ 表 現 )

・ 消 費 電 力 の 異 な る 電 熱 線 を 用 い て ， I 電 熱 線 に 電 気 を 流 し た 時 間
と 発 熱 量 J I 電熱線 の 消 費 電 力 と 発 熱 量 」 の 関 係 に つ い て 調 べ る 0

・ 実 験 に よ り 導 き 出 し た 「 電 力 量 二 発 熱 量 二 消 費 電 力 × 時 間 ( 秒 ) J 
の 計 算 式 を も と に ， 各 電 化 製 品 が お 湯 を 沸 か す の に 必 要 な 発 熱 量
や 時 間 を 求 め る 。

第 4 時 | 【 保 温 に 必 要 な 電 気 代 は ? ・ ・ 電 気 代 の し く み ]
0 電 気 代 の し く み を も と に ， 各 電 化 製 品 を 使 用 し た と き の 電 気 代 を

求 め る こ と が で き る 。 [ 要 素 A ] ( 知 識 ・ 理解) I @ 
・ 電 気 代 の し く み に つ い て 学 習 し ， 前 時 ま で に 学 習 し た 計 算 式 を 用

い て ， 各 電 化 製 品 の 使 用 に 必 要 な 電 気 代 を 求 め る 。
第 5 時 | 【 ど の 電化 製 品 を オ ス ス メ し ま す か ? . . オ ス ス メ を 決 め よ う ]
( 本 時 ) 1 0 相 手 の 状 況 に 応 じ ， 電 気 魔 法 瓶 ， 電 気 ポ ッ ト ， 電 気 ケ ト ノレ の 3 つ

の 商 品 に つ い て ， そ の 特 徴 を ふ ま え な が ら 他 者 と 議 論 し ， 薦 め る
商 品 を 選 ぶ こ と が で き る 。 [ 要 素 B 】 ( 科 学 的 な 思 考 ・ 表 現 )
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0 電 力 量 や 発 熱 量 に 関 す る 学 習 が ， 日 常 生 活 と 関 連 し て い る こ と を
実感 で き る 。 【 要 素 C 】 ( 関 心 ・ 意欲 ・ 態 度 ) 1 I @ I O 

・ 電 気 ポ ッ ト ， 電 気 ケ ト ル の 「 お 湯 が 沸 く ま で に 必 要 な 時 間 J I 保
温 に 必 要 な 電気 代 」 を 求 め る 。

- す べ て の 情 報 を ふ ま え て ， 小 集 団 内 で 議 論 し な が ら ， 客 に 薦 め る
電 化製 品 を 選 ぶ 。

- 自 分 の 家 に お け る 選 択 と ， 単 元 の 学 習 の 振 り 返 り を 一 枚 ポ ー ト フ ォ
リ オ 用 紙 に 記 入 す る 。

※ 指 導 計 画 作 成 に あ た り ， 重 点 的 に 意識 し た 要 素 を 。 ， 意識 し た 要 素 を O と し た 。
6 本 時 に つ い て

( 1 ) 授 業 名 ど の 電化 製 品 を オ ス ス メ し ま す か ? ・ ・ オ ス ス メ を 決 め よ う ( 5 / 5 )
( 2 ) 目 標

E 相 手 の 状 況 に 応 じ ， 電 気 魔 法 瓶 ， 電気 ポ ッ ト ， 電 気 ケ ト ル の 3 つ の 商 品 に つ い て ，
そ の 特 徴 を ふ ま え な が ら 他者 と 議 論 し 薦 め る 商 品 を 選 ぶ こ と が で き る 。

[ 要 素 B 】 ( 科 学 的 な 思 考 ・ 表 現 )
・ 電 力 量 や 発 熱 量 に 関 す る 学 習 が ， 日 常 生活 と 関 連 し て い る こ と を 実感 で き る 。

[ 要 素 c 1 ( 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 )
( 3 ) 授 業 過程

学 習 活 動 - 支援 及 び 留 意 点 。 評 価 ; 形 態 ・ 時 間

あ な た は シ マ ダ 電 気 の 盾 員 で す 。 あ る 日 ， 新 婚 の 川 口 先 生 が ， お 湯 を 沸 か す 電化 製 品
を 買 い に き ま し た 。
① 電気 魔 法 瓶 ( 消 費 電力 1 400W ， 本 体 質 量3 . 5kg ， 容 量 3 . O L ， 値段 1 8000 円 )
② 電気 ポ ッ ト ( 消 費 電 力 700W ， 本 体 質 量 2 . 0kg ， 容 量 2 . O L ， 値段 8 000 円 )
③ 電 気 ケ ト ル ( 消 費 電 力 1 400W ， 本 体 質 量0 . 8kg ， 容 量 1 . 0 L ， 値段 4000 円 )
の 中 か ら ， こ の お 客 さ ん に 商 品 を 薦 め よ う 。

0 そ れ ぞ れ の 電化 製 品 の 特徴 を 確認 し よ う 0
・ 湯 を 沸 か す の に 必 要 な 熱 量 (J) は ， 水 の 質

量 (g) X 上 昇 温度 (OC ) X 4 . 2 で 求 め ら れ る か
ら ， そ れ ぞ れ満 タ ン の 水 を 沸 か し た と す る
と ， ① は 1 0 7 1 000 (J ) ， ② は 7 1 4000 (J )  ， ③  
は 3 5 7000 (J ) に な る ね。

- 湯 が 沸 く ま で に か か る 時 間 ( 秒 ) は ， 熱 量
(J) --;- 消 費 電 力 (W) だ か ら ， ① は 7 65 (秒 ) ， 
② は 1 020 ( 秒 ) ， ③ は 2 5 5 ( 秒 ) だ ね 。

. 1 回満 タ ン の 湯 を 沸 かす の に 必 要 な 電気 代
は ， 単位 を kWh に 換算 す る と ， 熱 量 (J) --;- 6 0  
--;- 60 --;- 1 000 X 2 6 で 求 め ら れ る か ら ， ① は 約
7 . 7 円 ， ② は 約 5 . 2 円 ， ③ は 約 2 . 6 円 か か る
こ と に な る ね。

. 1 秒 間 に 外 へ 出 る 熱 量 は ， ① は 約 7 . 8 (J) ，
② は 約 26 (J)  ， ③ 約 1 3 (J) だ ね 。

- 保 温 に か か る 電 気 代 は ， 「 1 秒 間 に 外 へ 出
る 熱 量 」 分 の 熱 を 加 え る の に 必 要 な 電 力
(W) X 保 温 時 間 に な る ね 。

- ① ~ ③ の 規 格 は 資 料 参 照 。 I
• 1 5 0C の 満 タ ン の 水 を 1 0 0 0C ま :

で 沸騰 さ せ る 設 定 と す る 。
- 確認 す る 項 目 は ， 本 時 開 始 前 1

ま で に 求 め た 資 料 の 下 線 部 の
部 分 と す る 。

- 数値 は 満 タ ン か っ 9 00C で 保 温
し た と き の 時 の も の で あ る た
め ， そ う で な い 場合 は 数値 が
変 動 す る こ と を お さ え る 。
• 1 g の 水 を 1 oC 上 げ る の に 必

要 な 熱 量 を 4. 2 J と す る 。
• 1 k Wh = 1 000  X 60  X 60  ( J ) で 考

え る 0
・ 電 気 代 は 26 円 /kWh と す る 。

. I 1 秒 間 に 外 へ 出 る 熱 量 = 熱
伝 導 率 × 内 外 の 温度 差 × 内 壁
の 面 積 ÷ 壁 の 厚 さ 」 と し ， 室 :
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. 1 ヶ 月 間 ず っ と 900C で 保 温 し た と す る と ， 温 は 1 5 0C ， 満 タ ン 時 で 考 え る 。
保 温 に か か る 電 力 量 ( kWh ) は 保 温 に 必 要 な
消 費 電 力 (W) X 24  ( h ) X 3 0  ( 日 ) だ か ら ， ①
は 約 5 . 6 2 ( kWh ) ， ② は 1 8 . 7 2 kWh の 電 力 量 が
必 要 に な っ た ね 。

- 保 温 に か か る 電 気 代 は ， 電 力 量 (kWh ) X 2 6  
( 円 ) だ か ら ， ① は 約 146 円 ② は 約 486 円 の

電 気 代 が か か る ね。
0 電 気 屋 の 盾 員 と し て ど の 電 化 製 品 を 薦 め る

か ， 考 え よ う 。
< ① 電 気 魔 法 瓶 に つ い て >
- 忙 し そ う な お 客 さ ん だ か ら ， 消 費 電 力 が 大

き く て ， 短 時 間 で 湯 を 沸 かせ ら れ る ね 。
- 指 定 さ れ た 温度 で 保 温 で き て ， か つ 保 温 に

- 小 集 団 内 に ， 指 定 さ れ た 電化
製 品 を 推 す 主 張 を 考 え る 生徒
と ， そ う で な い 生 徒 を 混 在 さ
せ る 。

・ 数値化 で き る も の が ， よ り 根
拠 と し て 明 確 で あ る こ と を 助

か か る 電気 代 が 安 し 、 か ら ， ① が 便 利 だ よ 。 l 言 す る 。
- 魔 法 瓶機 能 で 電気 を 使 わ ず に 保 温 で き る か l ・ こ の 後 の 議 論 に 備 え ， 推す製

ら ， 電 気 代 は も っ と 安 く な る よ 。 ， 品 の 長 所 だ け で な く ， 他 の 製
・ ① と ② の 1 0 0 0 0 円 の 差 な ら ， 1 0 0 0 0 -7- ( 486一 ' 品 の 短 所 も 考 え る よ う 促 す。

1 46 ) = 約 30 ヶ 月 ， 約 2 年 半 で 元 が と れ る よ 。 ; ・ 計 算 に 電卓 を 使 用 し て よ い 0
. や っ ぱ り 値段 が 高 い の が 気 に な る な 。

< ② 電 気 ポ ッ ト に つ い て >
- 値段 も 手 頃 で ， 指 定 さ れ た 温度 で 保 温 で き

る か ら ， ② が い い よ 0
・ 夫 婦 2 人 な ら ， 2 . 0 L く ら い が ち ょ う ど い

い よ 。 お 子 さ ん が 生 ま れ で も ， 2 . 0 L な ら
十 分 だ よ 。

・ 保 温す る と 電 気 代 は か か る け ど ， 24 時 間 ず
っ と 保 温 す る わ け で は な い か ら ， 月 に 4 8 6
円 も 電 気 代 を 使 わ な い よ 。

- 沸 騰 ま で の 時 間 も ， 2 . 0 L で 1 7 分 く ら い な
ら そ ん な に 長 く な い よ 。

・ 長 く 使 う な ら ， 最 終 的 に は ① の 方 が 費 用 が a
安 く て 済 む よ ね 。

< ③ 電 気 ケ ト ル に つ い て >
- 値 段 が 一 番 安 い の が 魅 力 だ ね 。
. 2 人 暮 ら し で ， そ ん な に 家 に い る 時 聞 が 長

い わ け で は な い か ら 1 . 0 L く ら い が ち ょ
う ど い い ね 。

- 沸 騰 ま で の 時 聞 が 短 い の が い い ね 。
・ 足 り な く な っ た ら ， ま た 沸 か し 直 せ ば い い

ん だ よ 。 結 局 ， 沸騰 さ せ る ま で に か か る 電
気 代 は 変 わ ら な い ん だ か ら 。

・ こ の お 客 さ ん な ら ， 保 温機 能 が あ る 方 が 便
利 だ と 思 う な 。

0 薦 め る 電化 製 品 に つ い て 議 論 し ， 小 集 団 で
ど の 製 品 を 薦 め る か 決 め よ う 。

- ③ を 使 え ば ， 1 ヶ 月 に 50 回 以 上 湯 を 沸 かせ
て ， ① で 保 温 さ せ た 時 と 同 じ く ら い の 電気

- 全 体 発 表 時 は ， 基 本 的 に 小集
団 内 で 決 め た も の を 推 す議論
を す る 。

・ 全 体 発 表 時 は ， ホ ワ イ ト ボ ー
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代 だ よ 。 2 人 暮 ら し な ら ③ の 方 が い い よ 0
・ ② で も ， 沸 か す 量 を 半 分 に す れ ば ， 沸 か す

た め の 電 気 代 も 半 分 で 済 む し . 好 き な 温度
で 保 温 で き る よ 。

• 24 時 間 保 温 さ せ る こ と は な し 、 か も し れ な い
か ら ， ② で ① の 元 を と る に は ， 2 年 半 以 上
か か る よ 。 1 日 6 時 間 の 保 温 で 済 む な ら ，
保 温 に か か る 電 気 代 も 約 1 20 円 で 済 む か ら ，
元 を と る の に 1 0年 く ら し 、 か か る よ 。

- ① な ら ， 70 0C の お 茶 が い つ で も 飲 め る よ 。
7 0 0C な ら ， 1 秒 間 に 外 へ 出 る 熱 量 も 約 5 . 7 
( J ) に な る か ら ， 保 温 に 必 要 な 電 気 代 は 月
に 約 1 0 7 円 に 下 が る ね 。 そ れ な ら ， 約 2 年
で 元 が と れ る よ 。

・ こ の お 客 さ ん に 保 温機 能 は そ ん な に 必 要 な
い か ら ， ③ が 一 番 経 済 的 で 便利 だ と 思 う よ 。

O 最 終 的 な 自 分 な り の 結論 を 出 そ う 。
. 2 人 暮 ら し で ， こ れ か ら 家 族 が 増 え る こ と

も 考 え る と ， 長 い 目 で 見 て 一 番経 済 的 な ①
が い し 、 か な 。 電 気 ポ ッ ト は そ う そ う 買 い 換
え る も の で も な い し 。

・ 保 温機 能 も あ っ て ， 値段 も 高 す ぎ ず ， 一 番 』
バ ラ ン ス が い い の が ② だ と 思 う よ 。

- 素 早 く 湯 を 沸 かせ る し ， 保 温機 能 が な く て
も 生活 で き そ う だ か ら ， ③ が い い よ 。

O 自 分 の 家 で 新 し く お 湯 を 沸 か す 電 化 製 品 を
買 う な ら ど れ に し ま す か。

- 自 分 は 4 人 家族 で お 湯 を よ く 使 う な 。 で も ，
ず っ と 保 温 し て 使 わ な し 、 か ら ， ② か な 。

O 単 元 の 学 習 を 通 し て の感 想 を 書 こ う 。
- 電 気 屋 の 表 示 に あ る I 1 ヶ 月 あ た り の 電 気

代 」 の 求 め 方 は ， こ ん な 仕組 み に な っ て い
た ん だ ね。

ド に 薦 め る ポ イ ン ト を 記 録 し
た も の を 投影 す る 。

・ 発 表 し た 班 と は 異 な る 考 え を
発 表 す る と き は ， そ の 班 に 対
す る 意 見 を 言 わ せ て か ら ， 自
分 た ち の 考 え を 発 表 さ せ る 。 ;

@ 3 つ の 商 品 に つ い て ， そ の 特 :
徴 を ふ ま え な が ら 他者 と 議論
し ， 薦 め る 商 品 を 選 ぶ こ と が
で き た か。

【 要 素 B 1 ( 科 学 的 な 思 考 ・ 表
現 )

- こ こ か ら の 内 容 は ， す べ て 一
枚 ポ ー ト フ ォ リ オ 用 紙 に 記 入
す る 。

。 電 力 量 や発 熱 量 に 関 す る 学 習
が ， 日 常 生 活 と 関 連 し て い る
こ と を 実感 で き た か 。

[ 要 素 C 】 ( 関 心 ・ 意欲 ・ 態 度 )

人
'
体
分

個
、

全
3

個 人
2 分

個 人
2 分
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< 資 料 > ・ ・ 本 単 元 に お け る 各 電化 製 品 の 設 定
① 電 気 魔 法 瓶 ② 電 気 ポ ッ ト

値段 1 8000 円 8000 円
質 量 3 . 5kg  2 . 0kg 

消 費 電 力 1 400W 700W 
容 量 3 . 0 L 2 . 0 L 

沸 騰 時 に 必 要 な 熱 量 1 0 7 1 0 00  J 7 1 4000  J 
沸 騰 ま で の 時 間 765秒 ( 満 タ ン 時 ) 1 020秒 ( 満 タ ン 時 )

沸 騰 ま で の 電 気 代 約 7 . 7 円 ( 満 タ ン 時 ) 約 5 . 2 円 ( 満 タ ン 時 )
壁 面 の 熱 伝 導 率 0 . 006W/m.  K 0 . 0 3W/m. K 

内 壁 の 面 積 O .  1 72 5 cm2 O .  1 1 5 cm2 
壁 の 厚 さ O . O l m  O . O l m  

外 へ 出 る 熱 量 7 . 8 J /秒 26  J /秒
保 温 時 に 必 要 な 電 力 量 5 .  6 2kWh/月 1 8 . 7 2kWh/月
保 温 に か か る 電 気 代 約 1 46 円 /月 約 48 6 円 /月
- 室 温 は 15 0C ， 保 温 を 900C で お こ な う 時 の 数値 と す る 0
・ 「 外 へ 出 る 熱 量 」 を 求 め る 式 は ， 教 師 が 提 示 す る 0

③ 電 気 ケ ト ノレ
4000 円
O .  8kg  
1 400W 
1 . 0 L 

3 5 7000  J 
2 5 5秒 ( 満 タ ン 時 )
約 2 . 6 円 ( 満 タ ン 時 )

0 . 03W/m. K 
0 . 0 5 7 5 cm2 

O . O l m  
1 3  J /秒

保 温 不 可
保 温 不 可

・ 保 温 に か か る 電 気 代 つ い て は ， 満 タ ン 時 が 最 も 安 い た め ， そ の 数値 で 考 え る 。 満 タ ン で
な い と き は ， 容器 内 の 空 気 に 熱 が 逃 げ る た め ， 満 タ ン 時 よ り は 保 温 の 電 気 代 が 高 く な る
が ， 具 体 的 な 数値 と し て は 求 め ら れ な い 。

- 湯 が 冷 め る ま で の 時 間 を 数値 と し て 求 め る こ と は 難 し い た め ， í 外 へ 出 る 熱 量 」 の 差 か
ら 各 電化製 品 に よ る 違 い を 推 測 す る 程度 と す る 。

- 電 気 魔 法 瓶 は ， í 9 8 0C ・ 9 0 0C ・ 8 0 0C ・ 7 0 0C ・ ま ほ う び ん ( 電 気 代 を か け ず に 保 温 ) J 機
能 が あ る 。

- 電 気 ポ ッ ト は ， í 90 oC ， 80 oC ， 7 0"C J の 保 温機 能 が あ る 。
< 購 入者 ( 川 口 先 生 ) の 設 定 >
- 夫 婦 は 共働 き で ， 夫 の 帰 り は 平 均 2 0 時 ， 妻 は 1 9 時。 た だ ， 週 に 1 回 は 妻 の 方 が 帰 り が 遅

く な る こ と が あ る 0
・ 夫 は 料理 が 苦 手 で あ る た め ， 妻 の 帰 り が 遅 い と き は ， コ ン ビ、 ニ の 弁 当 や カ ッ プ ラ ー メ ン

等 で 済 ま せ る こ と も あ る 。 一 人 暮 ら し が 長 く ， イ ン ス タ ン ト 食 品 に は 詳 し い 。
- 契 約 ア ン ペ ア 数 は 40 A 。 家 に あ る 主 な 家 電 ( 消 費 電力 の 大 き い も の ) は ， 炊飯器 ( 1 400

W ) ， 冷 蔵 庫 ( 250W ) ， 掃 除機 ( 20 0 "-' 1 000W ) ， エ ア コ ン ( 700W ) ， ド ラ イ ヤ ー ( 600
"-' 1 2 00W) ， 電 子 レ ン ジ ( 500 "-' 1 300W ) 

- 現在 は 2 D K の ア パ ー ト 住 ま い 。 車 で 5 分 く ら い の と こ ろ に 妻 の 実 家 が あ る 。 将 来 的 に
子 ど も が 生 ま れ た ら ， 引 っ 越 す こ と も 考 え て い る 。

- 夫 の 趣 味 は ス ポ ー ツ 観 戦 。 土 日 の ど ち ら か は 夫婦 で 出 か け る こ と が 多 い 。
・ 妻 は 紅茶 が 好 き 。 時 々 友 達 を 呼 ん で お 茶 会 を 聞 き た い と 思 っ て い る 。 夫 は ぬ る め の 緑茶

( 55 "-' 600C ) が 好 き 。
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